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乳牛の疣状皮膚炎に対するエリスリトール製剤の効果
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要     約

牛の疣状皮膚炎に対してエリスリトール製剤と従来用いられてきた抗生物質の局所療法を実施し，その効果を比較検
討した．2008年2月に北海道十勝地域のタイストール飼養牧場で，疣状皮膚炎に罹患したホルスタイン種搾乳牛10頭
（15蹄）を無作為にエリスリトール群（N＝8）とオキシテトラサイクリン群（N＝7）に分けた．治療前，治療後2日
目，5日目，12日目に病変部スコア，大きさ，部位および圧痛スコアを調査し両群の治癒経過を観察した．エリスリト
ール群の病変スコアと圧痛スコアは治療後有意に改善し，オキシテトラサイクリン群と同等の効果が得られた．このこ
とから，エリスリトール製剤は牛の疣状皮膚炎に有効であることが示唆された．
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